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— Notes on Italian Rap —
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Summary
 This paper discusses developments in Italian rap music from the 1990s to the present, 
considering both its prominent characteristics and its relationship to social and cultural contexts. 
American hip hop culture became popular among a portion of Italian youth in the 1980s, and 
Italian rap music began to grow in the early 1990s. Since it first flourished mainly in “social cen-
ters (centri sociali),” spaces self-managed by young people dissatisfied with authority and main-
stream culture, early Italian rap is often characterized by a strong political aspect, although there 
were also a number of rappers not closely related to social centers who created both political and 
non-political rap. 
 Italian rap of the 1990s was also characterized by local and hybrid aspects. A number of 
Italians rapped not only in standard Italian but also in local dialects and in minority languages, 
and, even when they rapped in standard Italian, they often made reference to local places and 
topics. Such attachment to local elements differed greatly from commonly seen closed-minded, 
exclusivist regionalism since it coexisted with an eagerness to incorporate foreign elements and 
to mix them with local elements.
 Italian rap music’s popularity dropped off in the early 2000s, but it began to revive later 
in the decade, exhibiting new tendencies and developing new stars. Although local and political 
aspects were not then as strong as in the early 1990s, it is possible to find a significant number of 
references to local elements and political issues.
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一九七〇年代のニューヨークで生まれたヒップホップの文
化は、イタリアにも流入し、一九八〇年代には、自らグラフィティやブレイクダンス、
D
J、ラップに取り組むイタリアの若
者が出てきていた。当初は英語でラップを行う若者が多かったが、九〇年代初めからは、イタリア語でラップを行う若者が増えていった。　
イタリアのラップは、単なるアメリカのラップの模倣ではな
い。それはアメリカのラップの強い影響のもと イタリアの社会や文化との密接な関わりのな で、他の国の文化をも吸収しながら、作ら も である。もちろんイタリアのラップのなかには様々な異なる方向性があり、決して一括りに語れるものではな が、多くのラップに見られる特徴や傾向を挙げることは可能だろう。本稿では、政治 ・ローカル性・ハイブリッド性の三つの側面に光を当てな ら、イタリアのラップについて論じる。ラップと社会センター　
イタリアにおける初期のラップの普及に重要な役割を果た
響きあい混ざりあう声
︱
イタリアのラップについて
︱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
小久保真理江
したものとして、 「社会センター
( c チェントロ・ソチャーレentro-sociale) 」の存在がある。
「社会センター」とは、広義には、人々が集い様々な活動を行う場所を指す。ただし現在一般的には、若者を中心とする地域の人々によって自主運営されているスペ ス 指して「社会センター」という言葉が使われることが多い
1。ラップの普及
に重要な役割を果たした も若者の自主運営 よる社会センターである。こうし 狭義 社会センターは、使われていない建物を占拠するスクウォットの活動に由来するものであり、具体的には、アウトノミア運動をはじめとする一九七〇年代の左翼運動のなかから誕生した
2。現在では、非合法的に建物を占
拠し使用しているセンターもあれば、行政や所有者との交渉を経て、合法的に建物を使用しているセンターもある。　
社会センターは、政治・社会運動の場であるとともに、オル
タナティブな文化活動や交流の場でもあ 。イ リアの数多くの街に存在し、その規模や活動内容は一様ではない。そこで行われうる文化活動は、講演会、セミナー、コンサート、映画上映、演劇上演、展示会など、多岐に渡る。音楽・ダンス・写真などの授業を提供しているセンターもあれば、図書室やバールを備えるセンター、書籍の出版・販売 音楽 レコーディング・販売を行うセンターも存在する。難民・移民に対する支援を行
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なっている社会センターも多い。　
七〇年代末には、テロリズムの時代を背景に左翼運動が激し
く弾圧されたため、社会センターは衰退・孤立化していったが、八〇年代後半からは再び活性化しはじめ、九〇年代にはさらに多くの社会センターがイタリアの各地に新たに誕生した。社会センターが再活性化したきっかけとして 、一九八五 に高校生を中心とする若者が学校の諸問題に抗議の声を上げ占拠活動を行ったことや、同年に賃金を守るための国民投票で左翼が敗北したことが挙げられる
3。また、一九八九年にミラノの歴
史ある社会センター「レオンカヴァッロ
（
Leoncavallo ）」が強制
排除のため警察の襲撃を受け、その抗議活動に人々 注目や支持が集まったことも、背景 して指摘
4。一九九〇
年代前半に社会センターがさらに活性化したきっかけとしては、一九八九年から一九九〇年にかけ 展開した学生運動が挙げられる。 「パンテーラ
（
Pantera ）」
5と呼ばれるこの学生運動
では、民間企業の大学への出資・経営参加を認める改革に対して多くの学生が抗議の声を上げ、各地の大学を占拠
6。
　
こうして再活性化した社会センターは、九〇年代の若者のカ
ウンターカルチャーの重要な拠点になった。も も 社会センターではパンクの人気が高かったが、八〇年代末からはヒップホップやラガマフィンの人気が高まっていき、自らグラフィティを描いたり、イタリア語でラップを行う試みもこうし環境のなかで活性化した。九〇年代前半にイタリア各地 社会センターを中心に数多く生まれたラップやラガマフィンのグループは、 「ポ セ
（
posse ）」 と呼ばれた。有名なポッセとしては、
ミラノのライオン・ホース・ポッセ
（
Lion H
orse Posse ）、 ボローニャ
のイゾラ・ポッセ・オール・スターズ
（
Isola Posse A
ll Stars ）、ロー
マのオンダ・ロッサ・ポッセ
（
O
nda R
ossa Posse ）、ナポリのノ
ヴァンタノヴェ ポッセ
（
99 Posse ）、シチリアのヌオーヴィ・
ブリガンティ
（
N
uovi B
riganti ）
やサルデニアのサ・ラッツァ
（
Sa 
R
azza ）
などが挙げられる。
　
ポッセの若者たちはイタリアの様々な問題について声を上
げ、権力や体制に異議を唱えた。取り上げられたテーマは、政治腐敗、マフィア、失業、貧困、人種差別、マスメディアの問題など多岐にわたる。九〇年代初めには湾岸戦争に反対するラップも作られた。彼らのラップは、実際の抗議活動とも密接に結びついていた。例えば ローマのグループであるオンダ・ロッサ・ポッセ
（
O
nda R
ossa Posse ）
が学生運動パンテーラの活
動の場でラップを行っ ことはよく知られている。　
もちろん、イタリアのラップは社会センターのなかだけで発
展したわけではない。また、九〇年代のラップが全て政治性の強いものばかりだったわけではない。ラップ 人気が高まっていくとともに、社会センターと密接な関係を持たないラッパーも数多く登場した。そのようなラッパーとしては、アル ーコロ・トレントゥーノ
（
A
rticolo 31 ）
やソットトーノ
（
Sottotono ）
などの名を挙げられる。また、ラップを取り入れたポップスによって、大きな成功をおさめた存在としては ジョヴァノッティ
（
Jovanotti ）
が有名である。ラップがアンダーグラウンド
カルチャーやカウンターカルチャーの枠を超え多くの人々の間で幅広い人気を獲得していった背景には、こ したラッパーの活躍がある。彼らは社会センターのラッパーほど政治的ではなく、社会問題以外のテーマ 扱うことも多 ったため、社会
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センターのラッパーとは異なる系統のラッパーとして対立的に位置付けられた。　
ただし、社会センターの外で幅広い人気を得たラッパーがみ
な政治性と無関係だっ というわけではなく、なかにはラップによって強い社会的メッセージを発する者もいた。例えばフランキー・ハイ・エヌアールジー
（
Frankie H
i-N
R
G
）
は、大手レー
ベルと契約し社会センターの外で幅広く活躍したラッパーだが
7、マフィアや、人種差別、テロリズムなど、さまざまな社
会問題をラップのなかで扱っている。　
九〇年代半ばからはイタリアのラップの方向性や性質が多
様化していき、 文化における社会センタ や抗議活動の役割も以前ほど中心的では くなっていった
8。この時代に発
表された重要なアルバム しては、サングエ・ミスト
（
Sangue 
M
isto ）
9の「
SxM
」が挙げられる。一九九四年に発表されたこ
のアルバムは、単純 社会批判 は異 る社会性やより洗練された音楽性を持ち合わせており、イタリアのラップの新 な時代の幕開けを象徴するアルバムとして現在でも高く評価されている。九〇年代に特に活躍したラッパーに 、他にも、バッシ・マエストロ
（
B
assi M
aestro ）
やカオス・ワン
（
K
aos O
ne ）、 ルー・
イクス
（
Lou X
）、コッレ・デル・フォメント
（
C
olle der Fom
en-
to ）、ジョー・カッサーノ
（
Joe C
assano ）
などがいる。全体的な傾
向として、九〇年代末には社会批判的な内容のラップが減り、恋愛や自己をテーマとするものが増えていったが
10、アッサル
ティ・フロンターリ
（
A
ssalti Frontali ）
のような政治性の強いラッ
プのグループも活躍しつづけた。
地元の言葉と音楽　
このように九〇年代初めから社会センターの内や外で生ま
れ発展していったイタリアのラップのもうひとつの特徴として、 地域との強い結びつきが挙げられる。イタリアのラップは、イタリアのナショナルな言語・文化・社会問題のみならず、イタリア各地のローカルな要素と結びつき混ざりあいながら発展していった。　
特に九〇年代の有名なグループのラップには、地域的なテ
マやモチーフを含んでいるだけでなく、方言や少数言語を用いているものが少なくない。方言を用い グループとしては、ナポリ出身のノヴァンタノヴェ・
 ポッセ
（
99 posse ）、ラ・ファミ
リア
（
La Fam
iglia ）、アルマメグレッタ
（
A
lm
am
egretta ）、シチリ
ア出身のヌオーヴィ・ブリガンティ
（
N
uovi B
riganti ）
などが特
に有名である。少数言語を用いたグループには、フリウリ出身のディエッレアッカ・ポッセ
（
D
LH
 Posse ）
やサルデニア出身の
サ・ラッツァ
（
Sa R
azza ）
などがいる。彼らのラップのなかに
は標準イタリ 語の曲もあるが、標準イ リア語と方言あるは少数言語を混ぜている曲が多く、曲全体が方言・少数 語のものもある。また、地域 言葉だけでなく、地域の伝統的な音楽の要素を取り入れているも もある
11。こうした方言・少数
言語や地域の伝統音楽との混淆によって、イタリアのラップには多様な音色やリズムや韻が生まれていった。　
もちろん、彼らは単なる聴覚的な面白さのためだけに方言や
少数言語を用いたわけではない。自らの日常生活の切実な問題を語るには、国家の公用語である標準イタリア語よりも、日常
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生活に根ざした話し言葉である方言や少数言語が適しているという理由もあった
12。また、地域の社会センターに集まる若
者に向かって語りかけるには、地域の言葉を用いるのがふさわしかったという理由も挙げられる。さらに、こうした言語的選択に、支配的な体制や文化への抵抗の意味合いを読みと こともできる
13。また、言語の選択は地域的なアイデンティティの
強さとも関係しているだろう。イタリア 地域的な多様性が非常に豊か あり、地域への愛着や帰属意識を強く持っている人が多い。もちろん地域差や個人差はあるが、 「イタリア人」というナショナルなアイデンティティより 、 「ナポリ人」や「シチリア人」といったローカルなアイデンティティを強く意識している人が多いと言える。混ざりあう人々と文化　
ただし、こうしたイタリアのラップにおけるローカル性は、
閉鎖的・排外的な地域主義とつながるもの はない。それはむしろ、グローバル性やハイブ ッド性 共存する開かれたローカル性である。一九九〇年代のイタリアでは、政党、北部同盟（Lega N
ord ）
に代表される排外的な地域主義が台頭したが、イ
タリアのラップにおけるローカル性は、それとは全く逆の方向を行くものである。　
北部同盟が、南イタリアを批判し地方分権を求めるのみなら
ず、南イタリア出身者や外国からの移民などの「よそ者 を差別・排除する方向性を打ち出したのに対し
14、イタリアの多く
のラッパーは、 出身地や人種による差別を批判している。また、イタリアのラッパーは、 域文化との結びつきだけでなく、外のものを取り入れ混ざりあっていくこ を重視する傾向がある。地域の文化自体が、そもそも様々な文化 混ざりあいによってできていったものであるという意識も強いように思われる。　
イタリアのラップは音楽的にも混淆に特徴づけられている。
もともとアメリカ ヒップホ プ自体がジャマイカの音楽文化の影響を強く受けているものだが、イタリアの若者たちも、ヒップホップに加えて、スカや、ルーツレゲエ、ダンスホール、ダブなど様々なジャンルの音楽を聴き、そ らの要素を取り込みながら自らの言葉でラップを作っていった。特に九〇年代のイタリアではラガマフィンとヒップホップがともに人気だったため、両者の要素を合わせもつグループが多く生まれた。さらには、ジャズ、ファンク、ロック、出身地 伝統音楽や他地域の伝統音楽の要素を混ぜあわせる試みも積極的に行われてきた。また、言語の面 も、標準イタリア語と方言や英語が混ぜあわされていることが多く、混淆的であ イタリア ラッパーは、外部の様々な文化を積極的に取り入れ、ローカルな要素を混 せながら、新しいも を生み出そう し きたと言える。ラップの新たな波　
九〇年代に大きく盛り上がったイタリアのラップは、
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二〇〇〇年代初めには一時的に人気を失い衰退したが、二〇〇 年代半ばから再び活性化した。九〇年代のラップが社会センターを中心に普及・発展したのに対し、二〇〇〇年代以降のラップの再活性化 重要な役割を果た のはフリースタイル・バトルのイベントやインターネット
（特に動画・音楽
配信サ トや
ＳＮＳ
）、マネージャーやプロデューサーである。
二〇〇〇年代以降に活躍している有名なラッパーとしては、ファブリ・フィブ
（
Fabri Fibra ）
やクレメンティーノ
（
C
lem
en-
tino ）、 マラケシュ
（
M
arracash ）、 クラブ・ドーゴ
（
C
lub D
ogo ）、 フェ
デツ
（
Fedez ）、ロッコ・ハント
（
R
occo H
unt ）、モンド・マルチョ
（
M
ondo M
arcio ）
などがいる。彼らは、大手レーベルと契約し、
大きな商業的成功をおさめている。ポップスの歌手とともに曲を出しているラッパーも多い。社会的なテーマ 扱っているラップもあるが、九〇年代前半のポッセのような強 政治性や抗議活動との結びつきはあまり見られない。ラップはすで メインストリーム音楽の一部として幅広 人々 間で受容されており、カウンターカルチャーを代表するものではなくなっている。　
また、近年のメジャーなラップでは、方言があまり使用され
ておらず、九〇年代のラップほどはローカル性が強くな 。ただし、地域的なものに言及するなど、方言の使用とは異なる形でローカル性を示すことは少なくない。また、ナポ のあるカンパニア州出身のラッパーに 、現在でも を積極的に用いている者が多く、ローカル性を強く打ち出す傾向が見られる。例えば、クレメンティーノ
（
C
lem
entino ）
やロッコ・ハン
ト
（
R
occo H
unt ）
は、標準イタリア語だけでなく方言も用いて
いる。また、 彼らのラップには、 カンパニア州の犯罪組織カモッラの問題や地域の貧困、環境問題などに言及しているものもある。　
ジェンダーについて言うと、イタリアのラッパーは、九〇年
代初めから現在にいたるまで、圧倒的に男性が多い。九〇年代に比べると女性 ラッパーの数が少し増えているとは言われているが、やはり今でも数少ない存在である。イタリアのラップの世界も男性中心的であり、女性ラッパーがメジャーになりにくい傾向がある。ラップの男性中心的な側面、とりわけ一部のラッ 詞 見られるマチズムや女性蔑視的な表現はイタリアにおいても、フェミニズムの視点から批判を受けている。　
近年に活躍している女性ラッパーのなかで、ジェンダーや
フェミニズムの視点から特に注目されて のは、
Mcニル
（
M
c 
N
ill ）
だろう。二〇一〇年代にイタリアのフリースタイル・バ
トルで頭角を現したニルは、ＬＧＢＴ運動の活動家でもあり、レズビアンであることを公表している。二〇一六年に発表したデビュー・ ルバム『フェミニル
（
Fem
m
inill ）』は、女性や
Ｌ
ＧＢＴに対するステレオタイプや差別への批判を含んでいる。　
また、近年のイタリアのラップでは、外国にルーツを持つ
ラッパーの活躍も見られる。もともとイタリアでは、フランスやドイツに比べて外国にルーツ 持つラッパー
（移民の第一〜
第三世代）
の割合が低く
15、九〇年代のイタリア語ラップにお
いては人種的・民族的マイノリティーの活躍はあまり見 れなかった。二〇〇〇年以降のラップシ ンにおいては、フランスやドイツほどではない しろ、 持つラッパーの活躍が以前よりも目立ってきている。特に有名なラッパーとし
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ては、 エジプト人の父親を持つアミール・イッサ
（
A
m
ir Issaa ）
や、
ナイジェリア人の両親を持つトミー・ク ティ
（
Tom
m
y K
uti ）、
チュニジア人の両親を持つガーリ
（
G
hali ）、シエラレオネ人の
母親を持つブリュッセル生まれのライオング
（
Laïoung ）、 モロッ
コ人の両親を持つマル ーゴ
（
M
aruego ）
などが挙げられる。
彼らのなかには タ アで生まれ育った者もいれば、幼い時にイタリアに移り住んだ者もおり、両親ともに移民の者もいれば、 片方のみが移民の者もいるが、 広く「
（移民）
第二世代のラッ
パー」と呼ばれることが多い。　
彼らのラップで扱われるテーマは様々で、必ずしも常に社会
的なテーマを扱ってい わけではないが、彼らの生きる現実やマイノリティ への差別や偏見の問題が彼ら 視点から語られるようになったこ は重要である。また、国籍法改正の運動とラップとの結びつきも興味深い。イタリアの国籍法は血統主義にもとづいているため、 生まれ育って てもイタリア国籍を取得できない移民の子供が多い
16。近年には国籍法
改正の動きが高まっ が、反対意見も根強く、実現にはいたっていない
（二〇一七年十二月現在）
。先に名を挙げたアミー
ル・イッサ
（
A
m
ir Issaa ）
やトミー・クーティ
（
Tom
m
y K
uti ）、ラ
イオング
（
Laïoung ）
は、イタリア国籍を持っているが、第二世
代の国籍問題に強 関心を寄せており、法改正 求めるメッセージをラップで発信している。彼らがそこで言葉にして るのは、単なる法律の問題だけではない。人種や宗教が異なる人々を「イタリア人」として受け入れられない閉鎖的なメンタリティーの問題でもある。
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